
 

自主的環境保全活動の取り組み状況（令和元年度） 
 

 

                    （事業所名）黒崎播磨株式会社  赤穂工場   

 １ 環境保全活動に関する方針等 

１－１ 環境保全活動に関する方針 

 

 添付資料１に 弊社の環境宣言及び環境方針について示します。 

 

 全社ホームページに環境・社会貢献に関する報告を公表しています。 

 

          http://www.krosaki.co.jp 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

1-2 環境保全活動に関する組織体制 

 



 

 ２ 環境保全活動の実施状況等  
 

 項 目   取組結果   今後の取組計画  

電力使用量の削

減。 

前年度比原単位 

として1％削減 

 

前年度実績比102％ 

工場内のLED化及び高生産も寄与も12月以降スポッ

ト品用の窯火入れの影響にて目標に対し若干の未

達。 

全年度比原単位1％を

目指し、設備の集約、

パトロールの強化に

よる管理及び節約の

呼びかけの実施 

 

燃料使用量の削

減 

前年度比原単位

として1％削減 

 

前年度実績比105％。 

12月以降スポット品用の窯火入れの影響にて目標に

対し未達。 

 

前年度比原価1％を目

指し、生産量に影響さ

れない目標管理値の

設定 パトロールに

よる管理の実施。 

ＯＡ紙購入量の

削減 

前年度実績比1％
削減 

プロジェクターの利用、電子ファイル等共有使用の

推進、裏紙使用の促進等実施をしたが、スポット案

件等の対応のため目標未達。 

目標値：月間33.5千枚/Ａ4換算に対し 

実績値：月間34.9千枚/Ａ4換算 

前年実績1％削減を目

標に、プロジェクター

の利用。裏紙の使用。 

データーの電子共有化

の実施。 

 

   

   

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環 境 方 針 

 

環境宣言を受けて、環境方針を以下のように定める 
 

 a) 耐火物とセラミックスの総合ソリューション事業を行うに 

あたり、商品の研究開発、設計、原料調達、製造、サービス、

顧客での使用・廃棄の全ての段階において、地球温暖化防止、

省資源、リサイクル、廃棄物削減、汚染の予防等、環境負荷

の低減に積極的に取り組む。 

 

 b) 環境保全推進の責任を明確にし、環境管理組織を整備して、 

全社員が環境負荷の継続的な改善と汚染の予防に努める。 

また、活動にあたっては、環境目的・目標を設定して実行推

進し、定期的に見直しを実施する。 

 

 c) 環境法規制及び利害関係者との同意事項を遵守する。 

 

 d) 地球環境と人間社会との共生を目指し、より豊かな環境づく

りに貢献する。 

 
                     2017 年 4 月１日 

                     黒崎播磨株式会社 

                     常務執行役員 技術管理部長  

 

 

環 境 宣 言 
 

地球的規模で環境破壊が進む今日、次の世代へ美しい地球                

を引き継ぐために我々は、社会に信頼され信頼に応える企

業として、地球環境保全に積極的に取り組みます。 
 

                     2001 年 6 月 1 日 

                     黒崎播磨株式会社 

                     代表取締役社長  

 


